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寄稿

１．はじめに

わが国は近年、欧州の先進的な景観行

政を参考にしながら、「景観法」（2005 年

施行）や「歴史まちづくり法」（2008 年

施行）などの景観や歴史的風致に関する

法制度を整えて運用している。そのため

各自治体は、良好な景観を観光や地域間

の交流促進に役立つことを視野に入れ

て、「総合的なまちづくり」に取り組む

よう求められている。

このような背景のなかで宮崎県では、

ひとつに南国景観のイメージによって観

光事業と都市景観形成が推進されてきた

近代史がある。これを推進してきた人物

として、宮崎観光の父と称される宮崎交

通の創業者「岩切章太郎」（1893～1985）

氏を外すわけにはいかない。岩切氏は「大

地に絵を描く」という理念をもって、昭

和初期から日南海岸にフェニックスの植

栽を始め、こどものくに、フェニックス

ドライブイン、サボテン公園、えびの高

原などの多数の観光事業を手掛けた人物

として周知されている。

しかし、岩切氏が影響を与えた観光事

業による景観形成が、どのような経緯で、

どのような景観手法を用いて、どのよう

な効果などを生み出したかについては意

外と整理されておらず、広く県民に理解

されていないところも多分にある。そこ

で、ここに再考を試みるが、ただ本稿の

紙面の都合もあり、主に日南海岸におけ

る海岸景観の利用に着目して論じること

とする。

２．日南海岸の観光の始まり

１）遊覧バスにおける２つの基本方針

ことの始まりは 1928（昭和３）年に、

九州観光の祖と称される大分県別府市の

「油屋熊八」（1863～1935）氏の経営する

亀の井自動車（現在の亀の井バス）が、

日本で最初の女性バスガイドによる「別

府地獄めぐり」を観光目的とした遊覧バ
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スを運行させたことに端を発する。これ

を知った隣県の岩切氏は、宮崎県の観光

振興を考えて、全国で 3 番目となる遊覧

バスの運行を1931（昭和６）年に開始する。

運行開始にあたり、すでに国内観光が

旺盛な時代であり、宮崎の遊覧バス事業

は、目の肥えた観光客に他県と比較され

ても引けを取らない観光事業としてデビ

ューする必要があった。ただ別府とは異

なり、宮崎には有力な温泉という観光資

源がない。そこで岩切氏は、宮崎の特性

を感じる２つの観光資源の利用を考えた。

そのひとつは、他県にない神都宮崎が

もつ建国三千年の歴史イメージと調和し

て、以前から参拝客が多かった宮崎神宮

や青島神社などの「歴史文化資源」の利

用であった。

そして、もうひとつは、南国イメージ

と調和して、日南海岸の青島亜熱帯性植

物群落 注１）のビロウ樹や鬼の洗濯板、そ

れに青く広大な海などの宮崎特有の「自

然環境資源」の利用であった。

２）宿泊型観光ルートの開発と修正

当時も観光産業の活性化を考える基本

スタンスは「通過型観光」よりも、いか

に「宿泊型観光」によって消費活動を促

すかにあった。しかし、当初の南宮崎駅

付近にあった宮崎交通本社を出発して、

宮崎神宮、生目神社、青島神社と宮崎市

内を巡る遊覧バスコースでは運行距離と

時間が短く、宮崎市内に宿泊しないで他

県に移動してしまう観光客が多くなった。

そこで岩切氏は、近隣の生目神社を外し

てより遠距離にある鵜戸神宮（日南市）

を新たな観光地とした広域観光コースへ

と修正を施した。結果これにより、宮崎

市内に宿泊する観光客の増加が図れるよ

うになった。

３．日南海岸における南国景観の創造

１）自然な南国イメージの景観形成

岩切氏は1937（昭和12）年から、鵜戸

神宮への遊覧バスコースの途中にあたる

日南海岸入口の「堀切峠」にフェニック

ス 注２）を植栽し始めた。この動機は、観

光客に海の景色を単に眺望させただけで

は、他県と同様の海の景色となってしま

うと考え、亜熱帯性常緑高木であるフェ

ニックスの幹や葉を通して、海の景色を

眺望させることで、強烈に南国イメージ

を観光客に印象づけようとしたことにあ

る。そして、フェニックスを配植する際

には、街路樹植栽のように等間隔や直線

に並ぶような人工的な配植を避け、わざ

と不均等に配植して、あたかも自然で昔

からあるような景色に仕上げる配慮をし

た（次頁写真１）。

２）南国イメージを額縁効果で強調

さらに岩切氏が「見る枠」と著してい

る、景観工学における「額縁効果」（フ

レーム効果）と呼ばれる景観手法を用いて、

フェニックスの植栽をしたことで、より

南国イメージの印象が良くなっている。

この「額縁効果」とは、眺める風景を

何らかの額縁状態となる枠の役割をする

形状で切り取ることにより、眺望景観の

印象を強くする効果のことである。岩切

氏の場合、この亜熱帯性常緑高木のフェ



調査月報　2019年10月号4

ニックスをその額縁にあてた。現在に続

くインスタ映えとなるピクチャレスクな

フェニックスに縁どられた海の景色の前

で、観光客に記念写真を撮影させる観光

目的をつくったのである（写真２）。

３）南国イメージのシークエンス景観

「宿泊型観光」推進のために観光コー

スに遠方の鵜戸神宮を入れたが、その往

復路で単調な海の景色を見せているだけ

では退屈させてマイナス効果となる。そ

のため、岩切氏は観光客を退屈させない

方策のひとつとして、日南海岸沿道にフ

ェニックスを次々と植栽していった（次

頁写真３）。

これも「額縁効果」を考慮してのこと

であり、これを岩切氏は「動く枠」と著

写真１　82年前からある堀切峠のフェニックスによる南国景観

写真２　フェニックスを用いた額縁効果に
よって南国景観を強調　
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しており、車窓からの次々と移り変わっ

ていくシークエンス景観 注３）も、フェニ

ックスの幹や葉越しに眺望させることで、

海の景色を南国景観として連続的に観光

（体験）させたのである。そこには、女

性バスガイドによるアナウンス（解説）

も加わり、より南国情緒が増したことで

観光地満足度とホスピタリティの向上を

図ったのであった。

４．海の景色を利用した借景手法

さらに岩切氏は、青島や鬼の洗濯板な

どの景色を利用した景観手法によって、

観光開発を行っていたが、これに関して

はあまり理解されていない。ここに「こ

どものくに」と「フェニックスドライブ

イン」（現在の道の駅フェニックス）にお

いて、岩切氏が手掛けた景観構成のなか

で「借景」手法について少し紹介しよう。

１）基本的な借景の景観構成とは？

まず、よく日本庭園に用いられている

基本的な「借景」の景観構成を解説する。

例えば、目の前の「近景」となる庭園越

しに、敷地の外にある山や樹林などの

「遠景」となる視対象の自然環境を、庭

園景観の背景として取り込み一体として

眺望させることで、ダイナミックで遠近

感溢れる景観を構成できるのが借景手法

である。

その際、より効果的に遠近感を演出す

るために、「近景」「中景」「遠景」と多

重層に各景観を構成する場合が多い。ま

写真３　日南海岸沿道に植栽されているフェニックスの並木
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た、「近景」「中景」「遠景」の景観ごとに

生垣や土塀、芝生築山の稜線などのライ

ンによって景色を切って独立させ、目立

たせた方が、より明確に奥行感を演出で

きるのである。岩切氏はこれを理解して

観光開発をしていたのである（写真４、

５）。

２）こどものくにの借景

岩切氏は当時、こどものくにの造営に

際し、「借景という日本の庭園造りの手

法が絶えず考えられ、使用されている」

と明確に借景手法を意識しており、「蘇

鉄の展望台、竜舌蘭の展望台から見た景

観など、借景の最もいい例」と著している。

この入口すぐ近くに最も良い視点場とし

て設けられた「蘇鉄の展望台」からの景

観について、「海岸の白い波頭の線を蘇

鉄の丘でどう切って行くかが、一番のポ

イント」と考え、さらに「太平洋と、青

島（中略）とをすっかり景色の中にうま

く取り入れたこと、川向こうの堤防の上

をラクダを歩かせてみたり、海岸の白い

波頭や、青い堤防の一直線を、いろいろ

の植物でうまく調子をつけながら切って

行く細かい心遣いなど、見る人は立派に

見ていただくのではないかと思う」と考

えていたとある 注４）。

これについて解説をすると、岩切氏は

観光客が最初に遠くまで一望できる「蘇

鉄の展望台」を視点場としつつ、亜熱帯

植物のソテツと一緒に撮影できる南国イ

メージの「近景」として展望台を整備し

た。そして、遊具や植栽を美しく配置し

た園内の「中景」を見せながら、ラクダ

が往来した堤防のラインで「中景」と「遠

景」を区切りつつ、その遠方に白波が立

つ海と青島の宮崎ならではの自然景観の

「遠景」を一体的に俯瞰させるダイナミ

ックなパノラマ景観を丁寧に構成してい

たのである。まさに当時の観光客にとっ

ては、南国宮崎を満喫できる撮影ポイン

トであった（次頁写真６）。

３）フェニックスドライブインの借景

岩切氏は、沿道を走る自動車から誰も

が、フェニックス越しに海の景色が眺望

できるように、ドライブインの建物を山

側に位置させて、海側を開放して景観を

構成したことは周知のことである。しか

し、崖下の鬼の洗濯板を俯瞰する景観構

成にまで注意を払っていたことはあまり

写真４　借景の景観構成の事例①
　（京都市：正伝寺）

写真５　借景の景観構成の事例②
　　　（島根県：足立美術館）
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理解されていない。

岩切氏は、崖下に俯瞰できる鬼の洗濯

板について、「珍しさは青島で見られる

が、美しさはこのドライブインの前から

見るのが一番である」と考えていた。そ

して、鬼の洗濯板は「白波が砕け散る波

頭とともに見ないとわからないのである

が、その美しさをより一層引き立てるた

めにバナナの葉を通して、またはバナナ

の林を越えて見せると、一層南国的な感

じが印象づけられて美しくなるのであ

る」として、「これが下の方、海岸まで

の崖に一杯バナナの林を作ったゆえんで

ある」と著している 注５）。

この崖下に植栽されたバナナの林越し

に眺望する鬼の洗濯板の景観構成につい

て解説すると、美しさをより一層引き立

てるために、バナナの葉の「近景」を通

して、その先に白波が砕け散る波頭が上

がる鬼の洗濯板を「中景」として見せて

いる。さらに先に大海原の「遠景」が広

がることで、ここでも南国宮崎のイメー

ジと自然環境の両方を印象づけて、より

効果的に美しいと鬼の洗濯板を感じるよ

うに景観を構成したのである（次頁写真

７）。

５．後世への南国景観の継承

1937（昭和12）年、堀切峠にフェニッ

クスが植栽されてからすでに82年が経過

した。その間に日南海岸は、1950（昭和

25）年に「新日本観光地百選」（毎日新

聞主催）の「海岸の部」において全国４

位に入選して全国に認知され、1955（昭

写真６　こどものくにの「蘇鉄の展望台」からの借景景観の解析（昭和40年代当時）
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和 30）年に国定公園に指定されて沿道整

備が進捗し、そして 1960 年代後半から

1970 年代前半（昭和 40 年代）の新婚旅

行ブーム 注６）により多くのカップルがこ

の景色を眺望し、今も宮崎県を代表する

観光地であり、そして県民にとっての郷

土景観となっている。

ここまでの発展のひとつの要因には、

景観工学を理解した高度な視覚技術が利

用されていたところも大きいと考える。

しかし、この優れた視覚技術の方程式を

知らずに後世、うっかり壊してしまう可

能性が多分にある。そのため、南国宮崎

の風土景観として50年、100年と継承す

るためには、岩切氏が用いた高度な視覚

技術の十分な研究と理解が今必要と考え

る。
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写真７　道の駅フェニックスの鬼の洗濯板を取り込んだ借景景観の解析


